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内外水一体型の浸水解析モデルの概要
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• 小堤整備後の浸水範囲及び浸水深を把握するため、霞堤地区に特定の雨が降った場合の浸水シミュレーショ
ンを実施しました。

• 浸水シミュレーションでは、小堤整備と同時に整備される樋門等を反映させています。

河道部霞堤地区

小堤 豊川の計算水位

排水施設の効果を表現するため、樋門や樋管・排水路等をモデル化し、以下のような操作を表現します。

①霞堤地区に降った雨は、地盤高の低い場所を流れて排水路に集まります。

②豊川の水位が低い場合は、樋門や樋管から排水されます。

③豊川の水位が高い場合、樋門や樋管は閉じているため、排水されず、雨が霞堤地区に溜まることに

なります。

樋門・樋管

豊川の水位が
高い場合
排水困難

雨を降らせた計算 豊川の水位が
小堤より高い
場合越流



• シミュレーションでは、豊川の整備計画が完了し、設楽ダム・小堤の整備後の状況を対象に解析しました。
• 解析の対象とした降雨は下記の5つ雨とします。

内外水一体型の浸水解析モデルの解析条件

河川整備の条件

・豊川 ：河川整備計画河道

・設楽ダム：完成

・霞堤 ：小堤完成

（樋門・樋管整備済み）

S44.8洪水(5年確率規模)

賀茂霞堤地区下条霞堤地区牛川霞堤地区

140mm135mm109mm
①S44.8洪水
(5年確率規模)

160mm153mm125mm
②S44.8洪水
(10年確率規模）

442mm446mm440mm
③R5.6洪水
(実績)

144mm155mm135mm
④H23.9洪水
(実績)

205mm197mm160mm
⑤S44.8洪水
(実績)
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対象5降雨における各地区の総雨量

S44.8洪水(10年確率規模)

R5.6洪水(実績) H23.9洪水(実績) S44.8洪水(実績)

降雨波形
(賀茂霞堤地区の例)



下条霞堤地区牛川霞堤地区

賀茂霞堤地区
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• 霞堤地区をモデル化し、樋門や樋管等の排水施設を設定しました。

内外水一体型の浸水解析モデルの構築

：解析範囲

：樋門・樋管

：河川・水路等

：小堤

出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成



下条霞堤地区（概ね1時間で解消）牛川霞堤地区（概ね5時間で解消）

賀茂霞堤地区（概ね4時間で解消）
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小堤整備後の昭和４４年８月洪水（５年確率規模）の想定浸水状況

出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成

• 小堤整備後の浸水シミュレーションの結果から最大浸水深図は下記の通りです。
内水により各地区の一部で浸水が発生し、10cm以上の浸水が1～5時間ほど継続します。



5
出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成

下条霞堤地区（概ね2時間で解消）牛川霞堤地区（概ね8時間で解消）

金沢霞堤地区（概ね4時間で解消）賀茂霞堤地区（概ね13時間で解消）

• 小堤整備後の浸水シミュレーションの結果から最大浸水深図は下記の通りです。
内水により各地区の一部で浸水が発生し、10cm以上の浸水が2～13時間ほど継続します。

小堤整備後の昭和４４年８月洪水（１０年確率規模）の想定浸水状況
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下条霞堤地区（概ね14時間で解消）牛川霞堤地区（概ね22時間で解消）

賀茂霞堤地区（概ね22時間で解消）

出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成

• 小堤整備後の浸水シミュレーションの結果から最大浸水深図は下記の通りです。
内水により各地区で浸水が発生し、10cm以上の浸水が14～22時間ほど継続します。

小堤整備後の令和５年６月洪水再来時の想定浸水状況
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出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成

下条霞堤地区（概ね8時間で解消）牛川霞堤地区（概ね９時間で解消）

賀茂霞堤地区（概ね9時間で解消）

• 小堤整備後の浸水シミュレーションの結果から最大浸水深図は下記の通りです。
内水により各地区の一部で浸水が発生し、10cm以上の浸水が6～9時間ほど継続します。

小堤整備後の平成２３年９月洪水再来時の想定浸水状況
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出典：電子地形図（タイル）（国土地理院）（https://maps.gsi.go.jp/development/ichiran.html）を加工して作成

下条霞堤地区（概ね14時間で解消）牛川霞堤地区（概ね9時間で解消）

賀茂霞堤地区（概ね13時間で解消）

• 小堤整備後の浸水シミュレーションの結果から最大浸水深図は下記の通りです。内水+外水（牛川地区では
内水のみ）により各地区の一部で浸水が発生し、10cm以上の浸水が6～14時間ほど継続します。

小堤整備後の昭和４４年８月洪水再来時の想定浸水状況


